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安心・便利な口座振
替をご利用ください。

●お問い合わせ
　本庁 税務課
蕁４３－２８１６

●
固
定
資
産
税　

…
第
2
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

　
　
　
　
　
　
　

…
第
1
期

7月の納税7月の納税

P.２� 地震・津波防災計画の基本的な考え方�

P.５� あったかふれあいセンター

P.６� 健康カレンダー

P.８� くろしお子どもニュース

P.12� 役場からのお知らせ

P.21� 備えて安心

P.22� まちの掲示板

P.24   フォトリポート

P.26� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

6月1日、あったかふれあいセンター北郷の開所式。式典終了後のもち投げには、赤ちゃんからお年寄りまで

たくさんの地域住民らが集まり、うれしい笑顔があふれました。【関連記事5ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,676人　前月比（21人減）
　　　　　　　　
●世帯数　5,710世帯
●15歳未満の年少人口　1,196人（比率9.43％）

●65歳以上の老齢人口　4,536人（比率35.78％）

●人口のうごき

2012（平成24）年5月31日現在2012（平成24）年5月31日現在

増加 21人　出生3人　　　  転入18人　　  職権2人
【男2人　女1人】 【男1人】【男8人　女10人】

減少 42人　死亡21人　    転出21人　　　職権1人
【男10人　女11人】 【男14人　女7人】

【男5,978人  女6,698人】

【男622人  女574人】

【男1,809人  女2,727人】

旧北郷小学校に

あったかふれあい
センターができました。

旧北郷小学校に

あったかふれあい
センターができました。

旧北郷小学校に

あったかふれあい
センターができました。

1

2「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）
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高
知
県
沖
の
海
底
に
は
、
南
海
ト
ラ

フ
と
い
う
深
い
溝
が
あ
り
、
１
０
０
〜

１
５
０
年
周
期
で
大
き
な
地
震
が
繰
り

返
し
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　
南
海
地
震
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
地
震
や
津
波
と
向
か
い

合
い
、
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
住
民
の
命
を
守
る
こ

と
を
第
一
に
、
以
降
を
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

　
と
に
か
く
、
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
。
よ

り
早
く
、
よ
り
安
全
な
と
こ
ろ
へ
、
一

人
ひ
と
り
が
一
生
懸
命
逃
げ
る
防
災
教

育
・
啓
発
お
よ
び
訓
練
を
徹
底
し
て
行

い
ま
す
。

笊 

避
難
所
の
整
備

　
す
べ
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
立
地
場
所
な
ど

に
応
じ
て
避
難
所
に
２
段
階
の
安
全
度

（
安
全
度
Ａ
・
安
全
度
Ｂ
）を
設
置
し
、

地
震
発
生
時
の
状
況
に
応
じ
て
、
一
人

ひ
と
り
が
、
よ
り
安
全
な
レ
ベ
ル
の
避

難
所
を
目
指
し
て
、
最
善
の
判
断
で
逃

げ
る
こ
と
が
で
き
る
避
難
施
設
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
全
域
で
安
全
度
Ｂ
の
避
難

所
整
備
を
目
指
し
、
長
期
計
画
の
中
で

は
、
す
べ
て
の
住
民
が
安
全
度
Ａ
の
避

難
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が
可
能
な
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
安
全
度
Ａ

　
平
成

２４
年
３
月

３１
日
の
２
０
１
２
中

央
防
災
会
議
公
表
値
（
レ
ベ
ル
２
の
津

波
＝
１
０
０
０
年
に
一
度
の
頻
度
で
発

生
す
る
最
大
規
模
の
津
波
）
に
対
応
で

き
る
避
難
所

■
安
全
度
Ｂ

　
平
成

２３
年
３
月

１１
日
後
の
黒
潮
町
基

準
（
レ
ベ
ル
１
の
津
波
＝
１
０
０
〜
１

５
０
年
に
一
度
の
頻
度
で
発
生
す
る
津

波
。
標
高
約

２０
ｍ
）
に
対
応
で
き
る
緊

急
避
難
所

笆 

避
難
路
の
整
備

　
津
波
浸
水
域
か
ら
徒
歩
で
安
全
度
Ａ

の
高
台
避
難
所
へ
逃
げ
る
時
間
が
見
込

め
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
車
で
避
難

す
る
こ
と
も
想
定
し
た
幹
線
避
難
路
（
大

動
脈
避
難
路
）
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

液
状
化
が
見
込
ま
れ
る
地
域
の
場
合
は
、

液
状
化
対
策
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
新
技
術
に
よ

る
津
波
防
災
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

笊 

防
潮
堤
・
河
川
堤
防

　
レ
ベ
ル
１
の
津
波
に
対
応
で
き
、
レ

ベ
ル
２
の
津
波
に
対
し
浸
水
時
間
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
防
潮
施
設
整
備

を
国
や
県
に
要
請
し
ま
す
。

笆 
公
共
施
設

　
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
地
震

発
生
後
も
行
政
の
指
揮
命
令
機
関
は
必

ず
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
今
後
整
備
す
る
拠
点
的
公
共
施

設
は
、
レ
ベ
ル
２
の
津
波
浸
水
区
域
外

に
建
設
し
ま
す
。

笳 

住
宅
の
高
台
移
転

　
レ
ベ
ル
２
の
津
波
に
対
す
る
安
全
確

保
が
困
難
な
住
宅
地
に
つ
い
て
は
、
地

元
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
て
長
期
計
画

を
定
め
、
段
階
的
に
高
台
や
内
陸
部
に

新
た
な
住
宅
地
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
耐

震
基
準
を
満
た
さ
な
い
施
設
も
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
高
台
移
転
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
浸
水
区
域
外
の
中
山
間
地
域

へ
の
移
転
な
ど
、
防
災
と
中
山
間
活
性

化
の
両
面
を
備
え
た
制
度
の
創
設
を
目

指
し
ま
す
。

笘 

保
育
所
・
学
校

　
浸
水
時
間
ま
で
に
安
全
度
Ａ
へ
の
避

難
可
能
な
避
難
施
設
整
備
を
早
急
に
図

る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
避
難
訓
練
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
期
計
画
の
中
で
は
、
可
能

な
限
り
早
く
レ
ベ
ル
２
の
津
波
浸
水
区

域
外
へ
の
施
設
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

あ
き
ら
め
な
い
。
揺
れ
た
ら
逃
げ
る
。
よ
り
早
く
、よ
り
安
全
な
と
こ
ろ
へ
。

黒
潮
町
地
震
・
津
波
防
災
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

防
災
教
育
・
啓
発

避
難
に
つ
い
て

施
設
整
備

黒潮町の南海地震対策
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笙 
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
地
震
・
津
波
観
測
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
国
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、
黒
潮
町

情
報
通
信
基
盤
施
設
を
活
用
し
て
、
通

常
時
は
防
災
意
識
の
向
上
に
活
用
し
、

地
震
発
生
時
は
よ
り
早
い
情
報
の
伝
達
、

被
災
後
に
も
情
報
伝
達
が
と
ぎ
れ
な
い

仕
組
み
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

○
南
海
地
震
対
策
に
特
化
し
た
、
町
職

員
の
地
域
担
当
制
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、
町
内
の
消
防
団
管
轄
区
域
ご

と
に
地
域
防
災
組
織
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

○
地
方
自
治
体
や
関
係
機
関
と
、
被
災

地
を
広
域
で
支
援
す
る
協
定
の
締
結

を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
や

団
体
と
の
協
定
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
１
週
間
を
自
力
で
し
の
げ
る
危
機
管

理
の
備
え
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
５
月
か
ら
、
地
震
・
津
波
に
関

す
る
情
報
を
す
ば
や
く
広
く
住
民
に
伝

え
、
住
民
と
と
も
に
防
災
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
的
に
、
南
海
地
震
対
策

に
特
化
し
た
町
職
員
の
地
域
担
当
制
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
担
当
職
員
は
、
町
内
の
消
防
分

団
を
基
に
、

１４
班
に
配
置
し
て
い
ま
す

（
下
記
参
照
）
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
左
記
の
よ
う
な
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
地
域
担
当
職
員
の
役
割
】

◎
地
震
・
津
波
に
関
す
る
情
報
を
す
ば

や
く
広
く
伝
え
ま
す
。

◎
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
合
っ
た
防
災
計

画
の
策
定
に
向
け
て
、
地
域
住
民
と

共
に
避
難
所
・
避
難
路
の
計
画
や
現

地
調
査
を
行
い
ま
す
。

◎
区
長
（
地
域
住
民
）
、
自
主
防
災
組

織
、
消
防
分
団
、
学
校
な
ど
、
地
域

全
体
の
組
織
化
を
目
指
し
ま
す
。

◎
地
震
に
関
す
る
地
域
の
伝
承
や
言
い

伝
え
を
調
査
し
ま
す
。

連
携
・
協
定

地
域
担
当
制
が

　
　 

始
ま
り
ま
し
た

■ 黒潮町職員地域担当制　

消防団班 班員人数班長自主防災組織名（行政区）

1 拳の川分団

※保育士・校務員は職場を基本に配置。他は出身地や住所を基本に配置し、人数が偏らないよう調整。
※南海地震対策担当職員（松本敏郎、川田和徳、渡辺大和）は事務局を担当。

10人矢野雅彦
市野瀬、佐賀橘川、拳ノ川、拳ノ川団地、荷稲、川奥、
小黒ノ川、中ノ川

4 佐賀分団 32人森田貞男
熊野浦、上分、坂折、馬地、下分、町分、大和田、浜町、
明神、会所、横浜、白浜、かしま荘

2 伊与喜分団 10人大塚一福不破原、市野々川、市野々川団地、伊与喜、熊井、藤縄

3 鈴分団 8人浜田仁司鈴

5 伊田分団 6人松本輝雄灘、伊田浦、伊田郷�

6 有井川分団 6人武政　登有井川、シーサイドホーム�

7 上川口分団 18人金子富太上川口浦、上川口郷、王迎、王無

8 蜷川分団 6人酒井益利蜷川

9 鞭分団 11人米津芳喜浮津、鞭、口湊川、奥湊川

10 早咲分団 12人宮川茂俊早咲、本谷、大屋敷、大井川、小川、田村、加持本村、誠心園

11 入野分団 43人浜田　啓浜の宮、町、万行、入野本村、芝、錦野

12 田の口分団 17人松田　二馬荷、大方橘川、御坊畑、上田の口、緑野、下田の口

13 田野浦分団 13人松田博和田野浦、生華園

14 出口分団 8人森下昌三出口

【お問い合わせ】本庁 情報防災課 南海地震対策係　蕁43－2188（直通）
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５
月

２６
日
、
国
道

５６
号
窪
川
佐
賀
道

路
全
線
事
業
化
を
祝
う
会
を
、
黒
潮
町
・

四
万
十
町
の
主
催
に
よ
り
黒
潮
町
総
合

セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
尾
闢
高
知
県
知
事
や

県
選
出
国
会
議
員
、
地
元
関
係
者
な
ど

約
１
２
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
窪
川
佐
賀
道
路
は
、
四
万
十
町
平
串

の
四
万
十
町
中
央
Ｉ
Ｃ
か
ら
黒
潮
町
佐

賀
上
分
地
区
の
佐
賀
Ｉ
Ｃ（
仮
称
）ま
で
、

延
長

１７
・
３
㎞
、
完
成
２
車
線
の
高
規

格
道
路
。
現
在
、
四
万
十
町
金
上
野
地

区
か
ら
黒
潮
町
拳
ノ
川
地
区
ま
で
の
片

坂
バ
イ
パ
ス
６
・
１
㎞
を
先
行
し
て
工

事
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
全
線

事
業
化
と
な
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
お
祝
い
の
餅
投

げ
も
行
い
、
多
く
の
住
民
が
参
加
。
今

後
は
、
早
期
完
成
・
延
伸
に
向
け
、
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 　
入
野
地
区
は
、

県
内
最
大
の
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
の
産
地
。

　
５
月

２２
日
、
入

野
小
学
校
と
南
郷

小
学
校
の
４
年
生
、

合
わ
せ
て

３１
人
が
、

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し

た
。

　
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
食
べ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
児
童
も
多
く
い
ま
し
た
が
、「
ラ

ッ
キ
ョ
ウ
が
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
ら
う
れ

し
い
」
と
、
楽
し
み
な
が
ら
収
穫
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
、
学

校
で
甘
酢
漬
け
に
し
、
後
日
お
弁
当
の

時
間
な
ど
に
食
べ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
入
野
小
学
校
で
は
、
秋
に
植

え
付
け
の
体
験
も
行
う
そ
う
で
す
。

　　
６
月

１１
日
、
防
災
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
あ
る
高
知
大
学
准
教
授
・
松
岡
裕

美
さ
ん
を
招
い
て
、
佐
賀
保
育
所
・
佐

賀
小
学
校
・
佐
賀
中
学
校
合
同
の
避
難

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、

保
護
者
や
地
域
住
民
、
町
地
域
担
当
職

員
も
参
加
し
、
合
計
約
３
５
０
人
が
標

高
約

６８
メ
ー
ト
ル
の
裏
山
に
避
難
し
ま

し
た
。

　
午
後
２
時
５
分
に
地
震
が
発
生
し
、

１
分
間
の
揺
れ
が
続
い
た
と
想
定
。
揺

れ
が
収
ま
る
ま
で
は
机
の
下
に
避
難
し
、

そ
の
後
、
裏
山
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
佐
賀
小
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
各
自
の

机
に
掛
け
て
い
る
防
災
ず
き
ん
を
か
ぶ

り
、
上
履
き
の
ま
ま
外
に
へ
。
佐
賀
中

で
は
、
生
徒
も
教
師
も
全
員
が
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
。
お
昼
寝
中
だ
っ
た
保
育

所
の
幼
児
ら
は
、
パ
ジ
ャ
マ
の
ま
ま
で

避
難
。
１
歳
未
満
の
乳
児
は
、
手
押
し

車
で
移
動
し
、
山
道
で
は
保
育
士
が
背

負
っ
て
登
り
ま
し
た
。

　
急
な
斜
面
の
避
難
路
に
は
手
す
り
も

な
く
、
雨
上
が
り
で
ぬ
か
る
ん
だ
地
面

は
、
落
ち
葉
や
土
で
滑
り
や
す
い
状
態
。

一
番
早
か
っ
た
小
学
生
は
３
分

２０
秒
で

避
難
場
所
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
全
員

が
到
着
す
る
ま
で
に
は
、
約

１９
分
か
か

り
ま
し
た
。

　
訓
練
の
後
は
、
佐
賀
中
体
育
館
に
て

松
岡
准
教
授
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

松
岡
准
教
授
は
、
南
海
地
震
で
は
揺
れ

が
１
０
０
秒
以
上
続
き
、
余
震
や
液
状

化
、
斜
面
の
崩
壊
な
ど
で
訓
練
通
り
の

避
難
は
難
し
い
と
説
明
し
、「
地
震
や

津
波
に
つ
い
て
勉
強
し
、
自
分
の
目
で

見
て
危
険
を
判
断
し
な
が
ら
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者

に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

国
道
56
号
窪
川
佐
賀
道
路

全
線
事
業
化
を
祝
う
会

佐
賀
保
・
小
・
中
合
同
の
避
難
訓
練

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
収
穫
体
験

収穫したラッキョウは、ハサミで葉と根を
切り落としたあと、ナイフを使って形をそ
ろえます。
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特 集特 集特 集

「
北
郷
」の
今
後
の
活
動
予
定

「
こ
ぶ
し
」は
１
周
年

ミ
ノ

ダ

ス

　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
は
、
見
守
り
・
支
え
合
い
の
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
拠
点
と
し
て
、

高
知
県
が
整
備
を
推
進
し
て
い
る

事
業
で
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
黒
潮
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
事
業
を
委
託
し
、
昨

年
６
月
１
日
、
拳
ノ
川
地
区
に
「
あ

っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ

し
」
を
開
設
。
今
年
６
月
か
ら
は
、

２
カ
所
目
と
な
る
「
あ
っ
た
か
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
郷
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

集
い
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、「
交

わ
る
（
地
域
行
事
へ
の
参
画
、
交

流
）」
と
い
う
機
能
を
追
加
し
、訪

問
、
相
談
、
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
に
重
点
を
置
き
、
同
セ
ン
タ
ー

が
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
の
お
問
い
合
わ
せ
や
相
談

な
ど
、
下
記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 　
同
セ
ン
タ
ー
北
郷
は
、
３
人
の
担
当

職
員
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
、「
地
元
の
人
だ
け
で
な
く
、
町
内

の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
気

軽
に
立
ち
寄
れ
て
「
楽
し
い
」
と
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
で
す
。」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
域
の
高
齢
者
に
教
わ
り

な
が
ら
昔
な
が
ら
の
「
蓑
」
や
炭
を
包

む
「
炭
俵
」
な

ど
を
作
っ
た
り
、

み
ん
な
で
昼
食

の
お
に
ぎ
り
を

握
る
「
お
に
ぎ

り
パ
ー
テ
ィ
ー
」

な
ど
も
行
う
予

定
で
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
こ

ぶ
し
は
、
昨
年
６

月
１
日
に
開
所
し
、

１
年
間
で
延
べ
２

７
１
９
名
が
利
用
。

集
い
で
は
、
思
い

出
話
や
旬
の
畑
情

報
の
交
換
、
カ
ラ

オ
ケ
、
輪
投
げ
、『
北
国
の
春
』
体
操

な
ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
佐
賀
北
部
地
域

を
中
心
に
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
送
迎
や
、

佐
賀
地
域
内
の
通
院
・
買
い
物
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
ら
の
訪
問
や
、
ご
相
談
を
関

係
機
関
に
つ
な
ぐ
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
　
毎
週
月
〜
金
曜
日
、
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

▼
場
所
　【
こ
ぶ
し
】
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
　
２
階

　
　
　
　【
北
　
郷
】
旧
北
郷
小
学
校
　
１
階

▼
利
用
料
　
無
料
　
※
希
望
者
に
は
有
料
で
昼
食
を
用
意
（
予
約
制
）

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
方

○
お
問
い
合
わ
せ
　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し
　
蕁
５
５
―
７
３
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
郷
　
　
蕁
４
３
―
１
５
９
５

あった
かふれあいセンター北郷＆こぶしあった
かふれあいセンター北郷＆こぶし

あったかふれあいセンター
北郷の活動の様子。地域づくりの拠点に…

あったかふれあいセンター北郷＆こぶし
地域づくりの拠点に…

あったかふれあいセンター北郷＆こぶし
地域づくりの拠点に…

あったかふれあいセンター北郷＆こぶし
地域づくりの拠点に…

あったかふれあいセンター北郷＆こぶし
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大方地域
7月 内　　　容 実施場所 実施時間

錦野集会所 10：00～12：00錦野ふれあいサロン17日（火）
大方橘川集会所 9：30～10：30大方橘川健康相談18日（水）
王迎集会所 9：30～12：00王迎ふれあいサロン19日（木）

※08：00～09：00
胃　が　ん　検　診

大方町民館肺　が　ん　検　診20日（金）
※09：30～10：30特 　 定 　 健 　 診

中馬荷集落センター 9：30～12：00中馬荷ふれあいサロン23日（月）
25日（水）

保健福祉センター ※08：00～09：00胃　が　ん　検　診26日（木）
27日（金）

子育て支援センター
（大方中央保育所内） 10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談30日（月）

8月 内　　　容 実施場所 実施時間
下田の口コミュニティセンター 9：30～12：00下田の口ふれあいサロン6日（月）
入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン7日（火）

鞭老人憩の家
8日（水）

※08：00～09：00胃　が　ん　検　診9日（木）
加持ふれあいセンター10日（金）

注）表中の※印は、受付時間となります。

佐賀地域
7月 内　　　容 実施場所 実施時間

保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室17日（火）
鈴漁民研修センター 10：00～13：00鈴ふれあいサロン18日（水）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室20日（金）
佐賀保育所 9：30～11：00佐　賀　愛　育　相　談23日（月）
保健センター

支援センター「こぶし」

総合センター

9：30～12：00
※14：00～15：00

※14：00～15：00
※09：30～10：30
※14：00～15：00

寝たきり予防運動教室24日（火）
25日（水）

※09：30～10：30
3世代ふれあい健診26日（木）

27日（金）

8月 内　　　容 実施場所 実施時間

総合センター
※13：00～13：301 歳 6 カ 月 児 健 診

1日（水）
※13：30～14：00乳 　 児 　 健 　 診

市野々川集会所 9：30～12：00市野々川ふれあいサロン3日（金）
支援センター「こぶし」7日（火）

個別通知しますマン モ グ ラ フィー

（ 乳 が ん ）検 診
8日（水）

総合センター9日（木）
10日（金）

注）表中の※印は、受付時間となります。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

　
　
　
　  

蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

7月

8月

16日（海の日） さたけ小児科 蕁37－2255 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

22日（第4日曜日） 中村クリニック 蕁34－5100 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

29日（第5日曜日） さくらクリニック 蕁35－2555 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

05日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

12日（第2日曜日） 正木整形外科 蕁34－5252 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。



広報くろしお  №76　2012（平成24）年7月号澀

健

知

袋

康

恵

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

◆ 

熱
中
症
と
は
？

　
私
た
ち
の
体
に
は
、
暑
く
な
る
と
末

梢
の
血
管
を
広
げ
た
り
、
汗
を
か
い
た

り
し
て
体
温
を
下
げ
よ
う
と
す
る
調
節

機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
能

が
う
ま
く
働
か
ず
体
内
に
熱
が
こ
も
り
、

め
ま
い
や
不
快
感
、
意
識
障
害
な
ど
の

症
状
が
現
れ
る
状
態
を
「
熱
中
症
」
と

い
い
ま
す
。

〈
熱
中
症
の
要
因
〉

■ 

環
境

・
気
温
や
湿
度
が
高
い

・
急
な
気
温
の
上
昇

・
風
通
し
が
悪
い

・
日
差
し
が
強
い

■ 

気
を
付
け
て
ほ
し
い
場
所

・
運
動
場

・
工
事
現
場

・
田
畑
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
日
陰
の
な
い

場
所

・
閉
め
き
っ
た
車
中
、
室
内

・
気
密
性
の
高
い
建
物
の
最
上
階

・
体
育
館

・
浴
室

※
室
内
に
い
て
も
熱
中
症
は
起
こ
り
ま
す
。

■ 

な
り
や
す
い
方

・
高
齢
者

・
寝
た
き
り
の
方

・
認
知
症
の
方

・
乳
幼
児

・
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
方

・
普
段
か
ら
運
動
を
し
て
い
な
い
方

・
肥
満
の
方

・
寝
不
足
、
体
調
が
悪
い
方

・
厚
着
を
し
て
い
る
方

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

■ 

注
意
点

　
体
温
調
節
機
能
が
十
分
で
な
い
た
め

高
齢
者
や
幼
児
は
重
症
化
し
や
す
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
高
齢
者
の
場
合
〉

・
の
ど
が
乾
か
な
く
て
も
水
分
補
給
を

す
る

・
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
測
る

〈
幼
児
の
場
合
〉

・
幼
児
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
発
達

し
て
い
な
い
た
め
、
特
に
注
意
が
必

要
・
晴
れ
た
日
に
は
、
地
面
に
近
い
ほ
ど

気
温
が
高
く
な
る
た
め
、
幼
児
は
大

人
以
上
に
暑
い
環
境
に
い
る

■ 

熱
中
症
の
予
防
法

・
日
傘
や
帽
子
の
使
用

・
涼
し
い
服
装

・
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る

・
日
陰
を
利
用
す
る

・
体
調
に
あ
わ
せ
て
行
動
す
る

・
室
内
で
は
、
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
な

ど
を
使
用
し
風
通
し
を
良
く
す
る

※
汗
を
か
い
た
と
き
に
は
塩
分
の
補
給

も
忘
れ
ず
に
！

■ 

熱
中
症
を
疑
っ
た
ら
す
ぐ
に
対
処
を

　
こ
の
よ
う
な
症
状
は
熱
中
症
の
サ
イ

ン
で
す
。

　
重
度
の
熱
中
症
は
死
に
い
た
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内

で
も
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

熱
中
症
の
症
状
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、

し
っ
か
り
予
防
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
少
し
で
も
異
常
や
熱
中
症
の
サ
イ
ン

が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

熱中症のサイン

軽（Ⅰ度） 中（Ⅱ度） 重（Ⅲ度）

・意識がない

・けいれん

・高い体温である

・呼びかけに対し
　返事がおかしい

・まっすぐに歩け
　ない、走れない

・頭痛

・吐き気

・体がだるい
　（倦怠感）

・虚脱感

・めまい

・立ちくらみ

・筋肉痛

・汗がとまらない
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

子どもニュース

ビ
ビ
っ
た

　
あ
る
日
、
な
ぞ
の
黒

い
物
体
が
学
校
の
裏
口

に
運
び
こ
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思

っ
て
の
ぞ
い
て
み
る
と
、

６０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
あ
る
大
き
な
ナ
マ

ズ
で
し
た
。
永
野
先
生

の
だ
ん
な
さ
ん
が
、
は
え
な
わ
で
ゲ
ッ
ト
し
た

そ
う
で
す
。
ぼ
く
は
、
ナ
マ
ズ
を
初
め
て
見
ま

し
た
。
で
か
く
て
不
気
味
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
さ
わ
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
気

持
ち
が
悪
く
て
、
よ
う
さ
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

す
る
と
、
校
長
先
生
が
、
と
つ
ぜ
ん
ぼ
く
の
手

を
に
ぎ
っ
て
、ナ
マ
ズ
の
入
れ
物
の
中
に
つ
け

ま
し
た
。
ぼ
く
の
手
は
、
ち
ょ
う
ど
ナ
マ
ズ
の

頭
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ナ
マ
ズ
の
頭
は
ヌ
ル
ッ

と
し
て
い
て
気
持
ち
悪
か
っ
た
で
す
。
指
を
か

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
ビ
ビ
リ
ま
し

た
。
で
も
、
よ
く
見
る
と
、
小
さ
な
目
と
ヒ
ゲ

が
特
ち
ょ
う
て
き
で
か
わ
い
く
思
い
ま
し
た
。

ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー
の
顔
に
に
て
い
ま
し
た
。

今
は
上
川
口
の
ア
イ
ド
ル
で
す
。

 
観
察
し
た
後
は
、
川
に
に
が
し
て
あ
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
上
川
口
小
学
校
　

４
年
　

下
村
勝
真
）

プ
ー
ル
そ
う
じ
を
し
ま
し
た

　
５
月

２４
日
に
、
５
・
６
年
生
で
プ
ー
ル
そ
う

じ
を
し
ま
し
た
。
最
初
に
小
プ
ー
ル
の
底
を
し

ま
し
た
。
葉
っ
ぱ
や
砂
が
あ
り
ま
し
た
。
タ
ワ

シ
で
底
を
す
る
時
、
ぞ
う
き
ん
が
け
み
た
い
に

サ
ー
ッ
と
い
っ
た
ら
、
つ
る
ん
っ
と
す
べ
っ
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
そ
れ
で
は
そ
う
じ
に

は
な
ら
な
い
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
こ
す
り
ま
し
た
。

　
次
に
大
プ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
そ
う
じ
を
し

は
じ
め
て
気
づ
い
た
の
は
、
真
ん
中
だ
け
が
深

か
っ
た
こ
と
で
す
。
泳
い
で
い
る
時
真
ん
中
は
、

深
か
っ
た
け
ど
あ
ん
な
に
見
え
た
の
は
は
じ
め

て
で
し
た
。
み
ぞ
も
す
ご
く
よ
ご
れ
て
い
ま
し

た
。
か
べ
も
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
終
わ
っ
て

全
部
見
た
ら
す
ご
く
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
早
く
き
れ
い
な
プ
ー
ル
で
泳
ぎ
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

（
入
野
小
学
校
　

５
年
　

入
野
永
捺
）

大
成
功
の
カ
レ
ー
バ
ッ
チ
リ
大
作
戦

　
６
月
７
日
に
「
カ

レ
ー
バ
ッ
チ
リ
大

作
戦
」
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
作
戦

は
、
保
護
者
や
地

域
の
人
た
ち
を
招

待
し
、
手
作
り
の

カ
レ
ー
を
ふ
る
ま

っ
て
交
流
を
深
め

る
も
よ
お
し
で
す
。

カ
レ
ー
に
入
れ
る

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
タ

マ
ネ
ギ
は
、
学
校
で
収
穫
し
た
も
の
を
使
い
ま

し
た
。
私
た
ち
の
班
の
カ
レ
ー
は
、
チ
ョ
コ
と

餅
と
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
か
く
し
味
に
し
ま
し

た
。

「
ど
ん
な
味
に
な
る
ろ
う
ね
。」

と
言
い
な
が
ら
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
調
理
を

し
て
い
ま
し
た
。
他
に
、
サ
ラ
ダ
や
フ
ル
ー
ツ

ポ
ン
チ
も
作
り
ま
し
た
。

　
す
べ
て
で
き
あ
が
る
と
体
育
館
へ
運
び
、
セ

レ
モ
ニ
ー
を
し
て
か
ら
食
べ
ま
し
た
。
み
ん
な

が
喜
ん
で
く
れ
て
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
最
後
の
カ
レ
ー
バ
ッ
チ
リ
だ
っ
た

け
ど
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　

６
年
　

森
田
菜
月
）
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ム
ク
の
木
と
ユ
ス
の
木
は
、
市
野
々

川
の
河
内
神
社
の
境
内
に
隣
り
合
っ
て

そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。
両
方
と
も
木

の
幹
は
か
な
り
大
き
く
、
枝
は
八
方
に

伸
び
、
境
内
は
う
っ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
見
上
げ
る
と
そ
の
風
格
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。

※
昭
和

５１
年
４
月

１１
日
佐
賀
町
文
化
財

（
天
然
記
念
物
）
指
定
。

 　
昭
和

５０
年
に
、
佐
賀
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
ニ
レ
科
の
落
葉
高
木
。

成
長
が
早
く
、
よ
く
枝
分
か
れ
し
、
幹

は
直
径
４
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。

　
樹
皮
は
、
灰
褐
色
で
縦
に
浅
い
筋
が

つ
い
て
い
ま
す
。

　
葉
は
、
節
ご
と
に
方
向
が
同
じ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
つ
い
て
お
り
、
卵
型
で

縁
に
鋭
い
鋸
歯
（
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
切
れ
込

み
）
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。
葉
の
表

面
は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
て
、サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
。
昔
は

「
漆
器
の
目
地
」
、「
象
牙
」
や
「
べ
っ

こ
う
」
な
ど
の
研
磨
な
ど
に
使
っ
た
よ

う
で
す
。

　
春
、
葉
が
開
く
こ
ろ
に
淡
緑
色
の
花

が
咲
き
ま
す
。

　
果
実
は
小
さ
い
で
す
が
、
秋
に
な
っ

て
熟
す
と
紫
黒
色
や
黒
く
な
っ
て
甘
く

て
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
今
と
違
っ
て
甘
い
も
の
が
無
い
時
代

に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
争
っ
て
取
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　　
ユ
ス
の
木
は
枝
ぶ
り
も
よ
く
、
葉
も

生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
樹
種
の
老

木
は
極
め
て
珍
し
く
、
町
の
天
然
記
念

物
と
し
て
と
て
も
大
切
に
保
護
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ユ
ス
の
木
は
、
本
州
の
方
で
は
「
イ

ス
の
木
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
結
寿
の
木
と
漢
字
を
当
て
、

縁
起
の
良
い
木
と
す
る
こ
と
が
あ
り
、

寺
社
に
植
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う

で
す
。

　
木
は
常
緑
高
木
で
樹
皮
は
灰
褐
色
、

小
さ
い
多
く
の
皮
目
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
皮
目
が
老
木
に
な
る
と
、
う
ろ

こ
状
に
は
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
有
田
焼
の
柿
右
衛
門
窯
で
は
、
木
の

樹
皮
を
焼
い
て
釉
薬
に
す
る
と
い
い
ま

す
。

　
ま
た
、
材
は
国
産
材
の
中
で
最
も
硬

く
、
釘
も
打
ち
込
み
に
く
い
と
い
う
ほ

ど
硬
い
と
い
わ
れ
、
建
築
、
器
具
、楽

器
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
葉
や
枝
に
虫
え
い（
虫
こ
ぶ
）が
つ
き

や
す
い
木
で
、
虫
に
よ
っ
て
虫
え
い
の

形
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
虫
え
い
が
木
質

化
し
た
も
の
を
笛
の
よ
う
に
吹
く
と
音

が
出
る
の
で
「
ヒ
ョ
ン
ノ
木
」
と
い
い
、

虫
の
出
て
行
っ
た
穴
か
ら
息
を
吹
き
込

ん
で
、
笛
に
し
て
遊
ん
だ
の
も
、
そ
ん

な
に
昔
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
虫
え
い
は
タ
ン
ニ
ン
を
含
む

の
で
染
料
に
利
用
し
ま
す
。

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.16

『
ム
ク
の
木
・
ユ
ス
の
木
』

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）

■ 

ユ
ス
の
木ゆ

き
よ

ふ
ち

し

ゆ
う

ち
ゅ
う

や
く

す

■ 

ム
ク
の
木
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ・届出　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

■ 高額療養費制度とは
　医療機関などに支払った自己負担額が一定の限度額を超えた場合、申請をして認められ
ると高額療養費として後から払い戻される制度です。
　入院や外来などの保険診療を受けた場合、一医療機関の窓口での支払いを自己負担限度
額までにすることができます。自己負担限度額は年齢や所得区分によって異なりますので、
あらかじめ役場の国保担当係に『限度額適用認定証』の交付を申請してください。認定証
を医療機関の窓口に提示することにより、支払いが自己負担限度額までとなります。
　※認定証を提示しなかった場合でも払い戻しの申請はできます。
　※払い戻しの該当となる方には国保係より通知が届きますので、領収書を保管しておい

てください。

■ 高額療養費の計算方法は
・病院や診療所、薬局ごとに計算します（入院と外来は別計算です）。ただし、院外処方

箋により薬局で自己負担額を支払った場合は、処方箋を交付した医療機関での自己負担
額に合算します。

・差額ベッド料や保険診療の対象とならないものは除きます。
・入院中に負担する食事代および居住費の標準負担額は合算されません。

～100万円の医療費　その内訳を見てみると～

　例えば、1人の方が病気などで医療機関に入院し、1カ月に100万円の医療費が
かかったとします。その医療費はどのように負担されているのでしょうか。
※30歳で住民税が課税されている世帯の方として試算しています。

1．通常、義務教育就学から69歳までの方の自己負担割合は3割ですので、医療機
関の窓口で支払う金額（自己負担額）は30万円となります。

黒潮町国保会計から70万円（7割） 自己負担
30万円（3割）

2．ただし、自己負担額が一定の限度額を超えた場合、「高額療養費制度」により自
己負担額が約8万円で抑えられ、残り22万円は国保会計から支出します。

黒潮町国保会計から92万円（70万円＋22万円）

3．100万円の医療費の内訳は次のとおりとなっています。

国や県の支出金
32万円

各種交付金
34万円

国保税
16万円

町の支出
金など
9万円

国保の
基金

1万円

自己
負担

8万円

※平成23年度実績の支出割合を基に算出しました。

自己負担
（限度額）

8万円

※高額療養費制度に
より２２万円は国
保会計から支出
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介護保険料について
介護保険広報シリーズ煬ガイ ド介護保険介護保険介護保険

　介護保険料は、3年ごとに介護保険事業計画の見直しを行い、これまでのサービス利用実績や利用
状況の見通しから、介護保険の運営に必要な額を見込み決定します。
　昨年度見直しを行った結果、平成24～26年度の介護保険料は下記のとおりとなりました。今月中
旬にお知らせと納付書をお送りしますので、ご確認ください。

◆保険料は所得などによって決まります【7段階】
65歳以上の方の介護保険料は、6月に決定される町民税の課税状況や所得などによって決定します。

◆保険料の納め方【特別徴収と普通徴収】
　保険料の納め方は特別徴収と普通徴収があります。ただし、年度途中に65歳になった方、他市
町村から転入した方、年金受給者になった方などは、最初は普通徴収ですが、特別徴収の対象者
に該当すれば、約半年から1年後に特別徴収に切り替わります。
　40歳から64歳の方（第2号被保険者）は、加入している医療保険の保険料とあわせて納めます。

◆◆◆ 65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料 ◆◆◆

第1段階

所得段階 介護保険料（年額）対　　　象　　　者

対　　　象　　　者

●生活保護を受けている方
●老齢福祉年金を受けている方で世帯全員が町民税非課税

35,400円
（基準額×0.5）

第2段階 ●世帯全員が町民税非課税で前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が80万円以下の方

35,400円
（基準額×0.5）

第3段階 ●世帯全員が町民税非課税で第2段階に該当しない方 53,200円
（基準額×0.75）

第4段階 ●世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下の方

60,300円
（基準額×0.85）

第5段階 ●世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税で第4
段階に該当しない方

70,900円
（基準額）

第6段階 ●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が190万円未満の方 88,600円
（基準額×1.25）

第7段階 ●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が190万円以上の方 106,300円
（基準額×1.5）

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

特別徴収

65歳以上の方で、老齢（退職）・障がい・遺族年金の受給
額が年額18万円（月額15,000円）以上の方
●平成23年度途中に65歳になった方や他市町村から転

入した方は最初普通徴収になる場合があります。

普通徴収

特別徴収以外の方
●年金の受給額が年額18万円未満の方
●平成24年度途中に65歳になった方、他市町村から転

入した方、年金受給者になった方など

納　め　方

納付書
口座振替

納　　期

年金の支払月
（年6回・偶数月）

7月～翌年3月
（年9回）

年金天引き
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昨
年
度
か
ら
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種

の
接
種
機
会
を
逃
し
た
方（
平
成
７
年

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
額
１
万
４

９
８
０
円（
平
成

２４
年
度
）で
す
。

　
２０
歳
か
ら

６０
歳
ま
で
の

４０
年
間
、
全

期
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

６５

歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間

や
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
な
ど
が
、

原
則

２５
年（
３
０
０
月
）あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
が
一
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主

の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額
以
下
の

場
合
に
、「
全
額
免
除
」や
「
一
部
納
付（
一

部
免
除
）」が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
（
一
部

納
付
を
含
む
）
は
、
年
金
受
給
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は

１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ
る

と
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

◆
免
除
な
ど
の
申
請
期
間

　
免
除
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
年

金
事
務
所
や
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
、
年
金
手
帳
や
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

り
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成

２４
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は

７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成

２４
年

７
月
〜
平
成

２５
年
６
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申

請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
平
成

２４
年
７
月
に
申
請
す

る
場
合
は
、
平
成

２３
年
７
月
か
ら
平
成

２４
年
６
月
分
ま
で
の
期
間
（
前
１
年
間

分
）
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
退
職（
失
業
）に
よ
る「
特
例
免
除
制
度
」

　
退
職
（
失
業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌

年
度
に
限
り
、
「
特
例
免
除
制
度
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る

本
人
の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い

ま
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
や
「
雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
な
ど
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
３０
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
は
審
査
の

対
象
外
と
な
り
、本
人
・
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
場
合
は
、
一
般
の
免
除
申
請

は
で
き
ず
、「
学
生
納
付
特
例
」
の
申

請
と
な
り
ま
す
。
在
学
証
明
も
し
く
は

学
生
証
（
両
面
の
写
し
）
の
添
付
が
必

要
で
す
。

　
免
除
の
対
象
期
間
は
、
申
請
日
が
１

月
〜
３
月
の
場
合
は
、
前
年
４
月
〜
そ

の
年
の
３
月
の
期
間
と
な
り
、
４
月
以

降
の
場
合
は
、
４
月
〜
翌
年
３
月
と
な

り
ま
す
。（
た
だ
し
、
４
月
に
つ
い
て
は
、

前
年
４
月
〜
そ
の
年
の
３
月
の
期
間
も

申
請
で
き
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」
に

つ
い
て

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

「
役
場
へ
の
提
案
」
を
募
集
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

左
の
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、切
り
取
り
、の
り
付
け
し
て
、
１２
月
２０
日
（
木
）
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
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高知県幡多郡黒潮町入野2019ー1

787 ー8790

　町政に対する率直なご意見、ご提言をお寄せください。

　ご意見やご提言は、今後の参考にさせていただくとともに、

町政に反映するよう努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　黒潮町長　大 西 勝也

～住民の皆さんへ～

【募集期限】平成24年12月20日（木）

役場への提案

黒潮町役場　総務課　企画振興係 行

料金受取人払郵便

土佐中村支店

351
承　認

差出有効期間
平成24年
12月31日まで

切手不要

の
り

付
け

部
分

のり付け部分

の
り

付
け

部
分

【応募方法】

　この紙の裏面にご記入のうえ、表示に沿って切り取り、のり付けして、ポストに投函して

ください（切手不要）。また、FAX、ホームページからも受け付けています。

■ FAX　43－2788（裏面を送信してください。）

■ ホームページ　http://www.town.kuroshio.lg.jp/

※提案に対する回答を希望する場合は、裏面下の連絡先を必ずご記入ください。

お知らせいただいた個人情報は、「黒潮町個人情報保護条例」に基づき適正な管理を行い、

内容確認や回答などの連絡目的と、ご意見やご提言に対して適切な対応を行うために利用

します。

【お問い合わせ】本庁 総務課 企画振興係　43－2177（直通）

切り取り線折り線

切
り
取
り

切
り
取
り

切
り
取
り

切
り
取
り

切
り
取
り

切
り
取
り

とうかん
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について

※1枚に収まらない場合は、便せんなどに記入し、同封してお送りください。

役場への提案

切
り
取
り

切
り
取
り

切
り
取
り

切
り
取
り

折り線

折
り

線
折

り
線

〒　　ー

性　別 年　齢 記入日男   ・   女

回　答
希望する　・　希望しない　（どちらかに○）

※回答を希望する方は、必ず以下の連絡先をご記入ください 。

住　所 氏　名

電話番号 E-mai l

歳 平成　　  年　　  月　　  日

ふりがな

※FAXの場合は、この面を送信してください。（FAX 43－2788　企画振興係）

切
り
取
り

切
り
取
り

の
り

付
け

部
分

のり付け部分
の

り
付

け
部

分

「
役
場
へ
の
提
案
」
を
募
集
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
１３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
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黒
潮
町
に
お
け
る
平
成

２３
年
４
月
１

日
か
ら
平
成

２４
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間

の
、住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
い
た
閲

覧
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

 
な
お
、
閲
覧
で
き
る
場
合
は
次
の
事

項
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

１.
　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関

が
法
令
で
定
め
る
業
務
を
遂
行
す
る

た
め
に
必
要
な
場
合

２.
　
次
の
①
〜
③
の
活
動
を
行
う
た
め

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨

の
申
出
が
あ
り
、
市
町
村
長
が
そ
の

申
出
を
認
め
た
場
合

①
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究

そ
の
他
の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公
益

性
が
高
い
と
認
め
る
も
の

②
公
共
的
な
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う

ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
る
も
の

③
営
利
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
関
係

の
確
認
の
う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の

他
特
別
の
事
情
に
よ
る
居
住
関
係
の

確
認
と
し
て
市
町
村
長
が
定
め
る
も

の
○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
住
民
課 

住
基
戸
籍
係
 
 

　

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒潮町住民基本台帳の閲覧状況  ＜平成23年4月1日～平成24年3月31日＞
住民基本台帳の閲覧状況は、住民基本台帳法において、毎年少なくとも１回は公表することと定められています。

請求をした機関の名称
（または申出人の氏名）

請求の事由の概要
（利用目的の概要）

閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

黒潮町 錦野区長　　森　治史 地区の敬老会実施に当たり、
満70歳以上の方の確認

錦野地区で、平成23年12月
31日までに満70歳以上にな
られる方

平成23年9月2日

㈱日本サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗

日本放送協会（NHK）
営業局長　畑中富雄

デジタル放送移行後の課題
調査「テレビ放送に関するア
ンケート」の対象者抽出

佐賀橘川、佐賀、下田の口地
区の16歳以上の男女24件

平成23年12月28日

㈱ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉五馬

日本たばこ産業㈱
情報部長　田中康司

「全国たばこ喫煙者率調査」
の対象者抽出

佐賀地区の20歳以上の男女
20件

（大正11年5月1日～平成4
年4月30日生）

平成24年1月12日

譖中央調査社 会長　中田正博
学習院大学 　学長　福井憲彦

「全国有権者政治意識調査」
の対象者抽出

上田の口地区の20歳以上の
男女5件平成23年 9月27日

自衛隊高知地方協力本部
本部長　杉本嘉章

自衛官募集事務に関する適
齢者情報の取得

町内の平成6年4月2日から
平成7年4月1日までの間に
生まれた方

平成24年1月23日

中村警察署 　署長　小松洋介
高齢者（60歳以上）に対する
戸別訪問による交通安全活動
の推進のための対象者の確認

上田の口、下田の口地区の
60歳以上の方平成23年11月29日

黒潮町 市野々川区長
山下鹿男

地域の防災活動に必要な地
区の世帯構成の確認（救護活
動のための住民状況の把握）

市野々川地区全員平成23年12月7日

　介護を必要とする人の割合は年々
増えています。
　それに伴って、介護者の負担や不安
も多くなっています。
　介護者の孤立を防ぎ、心身のリフレ
ッシュを図るために、「在宅介護者の
集い」を開催します。日頃の介護体験
などを話し合い、介護者相互の交流を
図りませんか？
　参加を希望される方は、下記までご
連絡ください。

■日時　7月31日（火）
　　　　午前10時～正午

■場所　保健福祉センター  大ホール
　　　　（本庁前）　

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

○お問い合わせ
　地域包括支援センター
　蕁43－2240（直通）

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を

公
表
し
ま
す

『在宅介護者の集い』
を開催します
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

講
演
会
な
ど
　

日
時
　
７
月

１９
日（
木
）午
後
０
時

４５
分

　
　
　
開
場
、
１
時
５
分
開
会

場
所
　
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　（
オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ル
）※
入
場
無
料

★
人
権
コ
ン
サ
ー
ト 

午
後
１
時

１５
分
〜

　「
ち
ょっ
と
心
を
か
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

　
講
師
　
宮
崎
　
保
さ
ん

★
講
演
　
午
後
２
時

４５
分
〜

　「
差
別
の
な
い
世
の
中
を
め
ざ
し
て
〜
」

　
講
師
　
栗
原
　
美
和
子
さ
ん

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
大
方
町
民
館
　
蕁
４
３
―
１
２
０
４

　
大
方
児
童
館
　
蕁
４
３
―
３
６
２
２

　
佐
賀
町
民
館
・
児
童
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８

　
教
育
委
員
会 

人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

第
３９
回
「
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」
強
調
旬
間

ｉｎ
黒
潮
町

【
７
月
１１
日
贓
〜
２１
日
贖
】

県
の
強
調
旬
間

　【
７
月
１０
日
齎
〜
２０
日
贔
】

部
落
差
別
と
は

　
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ
る
部
落

差
別
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人

権
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
す
。

　
１
９
６
５（
昭
和

４０
）年
の
「
同
和
対

策
審
議
会
答
申
」
以
来
、
旧
大
方
町
と

旧
佐
賀
町
で
は
、
部
落
差
別
の
解
決
の

た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
住
環
境
整
備
や
産
業

振
興
な
ど
の
主
要
な
ハ
ー
ド
事
業
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
を
残
し
つ
つ
も
お
お

む
ね
完
了
し
、
一
定
の
成
果
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
人
々
の
観
念
や
潜
在
意
識

に
関
わ
る
心
理
的
差
別
に
つ
い
て
は
、

着
実
に
解
消
へ
向
け
て
進
ん
で
い
る
も

の
の
、
結
婚
問
題
を
中
心
に
依
然
と
し

て
根
深
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
２
０
０
５（
平
成

１７
）年
・
２
０

０
６（
平
成

１８
）年
に
実
施
し
た
住
民
意

識
調
査
の
結
果
を
み
て
も
明
ら
か
で
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
心
理
的
差
別
の
解
消

を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
教
育
や

啓
発
活
動
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て

き
た
成
果
と
こ
れ
ま
で
の
手
法
へ
の
評

価
を
踏
ま
え
て
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
課
題
と
の
関
連
を
考
慮
し
な
が
ら
、

教
育
・
啓
発
を
中
心
に
部
落
差
別
の
解

決
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　この期間、総合センター（佐賀支所前）で写真などの特別展示
や講演会を行います。入場は、すべて無料です。
　皆さんのお越しをお待ちしています。

◆特別展示「リバティー」
　▼解放子ども会の活動紹介　▼地区の今昔写真展
　　期間／7月11日（水）～21日（土）
　　　　　※15日（日）・16日（月）は休館日です。
　　場所／総合センター　玄関ホール

◆講　演　会
　　演題／「“差別をなくす”から“手をつなぐ”へ」

　　講師／岡本　工介さん
　　（環境教育事務所「コミュニティ・オブ・トリーズ」主宰）
　　日時／7月18日（水）
　　　　　開場：午後7時　
　　　　　開演：午後7時30分
　　場所／総合センター 2階 大ホール

〔講師プロフィール〕
　被差別部落というルーツで生まれ、10年にわたる旅の中でネイティブアメ
リカンとの生活や黒人解放運動の地への旅などを経験。故郷に持ち帰ったキ
ーワード「虹」をカタチにするため、人権講演、人間関係トレーニング、自
然と人をつなぐインタープリテーション（自然・文化・歴史（遺産）を分か
りやすく人々に伝えること）など、子どもから大人までを対象に幅広く活動中。
1979年4月生まれ。

期間中の行事

おか もと こう すけ
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特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
身
体
・

知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

２０

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
（
以
下
、
児
童
と

い
い
ま
す
。
）
を
自
宅
で
養
育
し
て
い

る
保
護
者
に
対
し
て
手
当
の
支
給
を
行

う
制
度
で
す
。

　
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

　
児
童
の
障
が
い
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
で
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
程
度
の

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
３
、
４
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
一
部
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
１（
最
重
度
）、
Ａ
２（
重

度
）、
Ｂ
１（
中
度
）の
一
部
の
方

③
精
神
の
障
が
い
で
あ
っ
て
、
①
・
②

と
同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

支
給
の
制
限

　
該
当
す
る
児
童
が
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
や
、
受
給
資
格
者
ま
た

は
配
偶
者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
に
、

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
額

　
１
級
　
月
額
５
０,
４
０
０
円

　
２
級
　
月
額
３
３,
５
７
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の

心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、
人

権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
　
　

開
催
日
　
７
月

１３
日（
金
）

時
間
・
場
所

午
前

１０
時
〜
正
午
　
田
野
浦
集
会
所

午
後
１
時
〜
３
時
　
出
口
集
会
所

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦

で
父
な
ど
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
費
用
　
参
加
費
と
し
て
９
万
円

◆
日
程
　（
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

　（
蕁
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み

　
次
の
申
込
締
切
日
ま
で
に
、
高
知
県

遺
族
会
（
蕁
０
８
８
―
８
８
４
―
８

７
０
０
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
訪
問
予
定
地
域
（
申
込
締
切
日
）

①
マ
リ
ア
ナ
諸
島（
８
月

１７
日
）

②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア【
一
次
】

　（
８
月

３０
日
）

③
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島

　（
９
月
７
日
）
　

④
ト
ラ
ッ
ク
諸
島（
９
月

１３
日
）
　

⑤
パ
ラ
オ
諸
島（
９
月

１３
日
）
　

⑥
ソ
ロ
モ
ン
諸
島（
９
月

１９
日
）
　

⑦
フ
ィ
リ
ピ
ン【
一
次
】（
９
月

２８
日
）

⑧
ミ
ャ
ン
マ
ー【
一
次
】（

１０
月

１２
日
）

⑨
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡（

１２
月
２
日
）

⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド【
二
次
】

　
イ
ン
ド（

１１
月

１３
日
）

　
ミ
ャ
ン
マ
ー（

１２
月

２１
日
）
　

⑪
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア【
二
次
】

　（
平
成

２５
年
１
月
９
日
）
　

⑫
フ
ィ
リ
ピ
ン【
二
次
】（
１
月

２３
日
）

⑬
中
国【
二
次
】（
２
月
７
日
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

平
成
２４
年
度 

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
事
業
の
参
加
者
募
集

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

有料広告

出 店 者 募 集
  初めてお店を持たれようと思われてる方や、現在の
お店の業態・業種の変換を考えてる方へ、まずは半
年間（最長１年間）、天神橋商店街内でお試し♪して
みてはいかがですか？

【お問い合わせ先】
四万十市中村天神橋54
天神橋商店街振興組合
ちゃれんじshopTJB事務局
TEL/FAX 0880-35-2019

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

平
成
２４
年
度
 

戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
事
業
の
参
加
者
募
集

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
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普
通
自
動
車
税
の
納
付
に

つ
い
て
﹇
高
知
県
か
ら
の

お
知
ら
せ
﹈

相
　

談

お
し
ら
せ

福
祉
の
し
ご
と
相
談

高
知
県
総
合
防
災
訓
練
と

地
域
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

農
地
転
用
に
は
許
可
申
請
が
必
要
で
す

　
田
や
畑
と
い
っ
た
農
地
は
、
農
業
者

に
と
っ
て
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
ま
た
、

私
た
ち
の
食
糧
を
供
給
す
る
重
要
な
土

地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
農
地
を
農
業
以
外
の

目
的
に
転
用
す
る
行
為
に
は
、
法
律
に

よ
り
そ
の
必
要
性
や
規
模
の
適
当
性
、

周
辺
農
地
へ
の
被
害
防
止
策
を
審
査
し

た
後
に
許
可
す
る
こ
と
で
、
不
必
要
な

転
用
を
防
い
で
い
ま
す
。

　
住
宅
建
築
や
墓
地
の
移
転
な
ど
で
農

地
を
転
用
す
る
場
合
、
農
地
法
に
基
づ

く
県
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
、
県

の
原
状
回
復
命
令
の
ほ
か
、
罰
金
な
ど

の
罰
則
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
基
盤
整
備
地
な
ど
町
が
将
来

も
農
地
と
し
て
保
護
す
る
必
要
性
が
高

い
と
し
て
指
定
し
た
「
農
用
地
区
域
」

に
属
す
る
田
畑
で
は
、
原
則
転
用
が
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
転
用
行
為
を
計

画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
着
手
す
る

前
に
地
元
の
農
業
委
員
も
し
く
は
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
用
施
設
の
建
築

　
自
分
の
農
地
に
農
業
用
施
設（
２
０
０

㎡
未
満
）
を
建
築
す
る
場
合
は
、
許
可

不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
農
地
に
よ

っ
て
は
農
地
法
以
外
の
各
法
令
が
関
連

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
建
築
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
農
業
委
員
会

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
０
０
㎡
以
上
や
自
分
の
農

地
以
外
に
建
築
す
る
場
合
は
転
用
許
可

が
必
要
で
す
。

◆
農
地
の
相
続
な
ど
に
関
す
る
届
出

　
平
成

２１
年

１２
月

１５
日
に
改
正
農
地
法

が
施
行
さ
れ
、
相
続
や
時
効
取
得
な
ど
、

農
地
法
の
許
可
を
要
し
な
い
権
利
取
得

に
つ
い
て
は
、
農
地
の
あ
る
農
業
委
員

会
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
届
出
書
」
は
農
業
委
員
会
ま
た
は

佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
届
出
は
、
権
利
取
得
の
効
力
を

発
生
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
定
の
登
記
手
続
き
が
別
に
必
要
に
な

り
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

区　分 法　令 申　　請　　内　　容 備　　　　考

売　買
賃貸借

農地法
第3条

農地を農地として売買する場合、または賃貸借
などにより権利を設定する場合
（贈与含む。農業経営基盤促進法による権利設定
は除く。）

（農業委員会許可）
【許可基準】
下限面積30アール以上、
農作業従事日数150日など

農地形状変更

農家の方が、自己所有地で段差のある田や畑に自ら客土や切土し、耕作しやすい
ように農地を改良する場合、農業委員会へあらかじめ「農地形状変更届出」を提
出した上で、形状変更を行うようにお願いします。
※農地を農地として使用することが条件です。

非　農　地　証　明

非農地とは、土地登記簿上の地目が農地（田・畑）で、その現状が農地以外の土地
になっているもので、一定の条件を満たしている場合、非農地として証明を受け
ることができる土地です。（証明料2,000円）

転　用

農地法
第4条

農地の所有者が自ら農地を転用する場合
（自分の農地を住宅・駐車場などに転用）

（県知事許可）

農地法
第5条

農地の転用を目的とした賃借・売買を行う場合（事
業者などが農地を買って転用）

（県知事許可）

◆申請から許可までの流れ
　毎月20日に締め切り、翌月の7日前後に開催する農業委員会で審議し、可否の判断をします。
　また、転用の農地法第4条および第5条申請は、農業委員会で可決した場合、意見を付して10日まで
に県知事に送付します。県知事は農地法の許可基準により審査し、月末に開催される「高知県農業会議」
の意見を聞いたうえで、転用の可否を判断します。
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黒 潮 町 農 業 委 員 名 簿
（任期：平成25年3月19日まで）

上段より、氏名・電話番号・担当地区

◎＝会長　○＝会長職務代理者

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

農
地
転
用
と
は

　
農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
の
建
物
敷
地
、
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
墓
地
、
道
路
、
水
路
、
山
林
な
ど
農
地
以
外

の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
で
す
。
な
お
、
一
時
的
に
資

材
置
場
や
砂
利
採
取
場
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
も
転
用

に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
蕁
４
３
―
１
８
８
８（
直
通
）

蕁43－0133

篠田　正近

錦野 ・入野本村
芝

やま もと さだむ

蕁43－0197

池内　弘道

上田の口 ・緑野
下田の口

やま もと さだむ

蕁43－1572

福留　保男

馬荷

やま もと さだむ

蕁43－4377

尾闢　澄夫

御坊畑 ・大方橘川

やま もと さだむ

蕁43－1765

萩森　末喜

田野浦

やま もと さだむ

蕁43－3556

◎井上　道明

出口

やま もと さだむ

蕁44－1580

金子　孝子

上川口

やま もと さだむ

蕁43－2544

伊芸　精一

浮津 ・鞭

やま もと さだむ

蕁43－3841

田辺　尚実

口湊川 ・奥湊川

やま もと さだむ

蕁43－1841

堀　　孝

大屋式・本谷・大井川
 田村・加持本村

やま もと さだむ

蕁43－2697

中澤　智宏

早咲 ・小川

やま もと さだむ

蕁43－3606

松並　作

浜の宮 ・町 ・万行

やま もと さだむ

蕁55－2455

藤本　和男

伊与喜・藤縄

やま もと さだむ

蕁55－2448

吉門　弘和

熊井・熊野浦

やま もと さだむ

蕁55－2650

弘瀬　正彦

佐賀（横浜を除く）

やま もと さだむ

蕁55－7241

矢野　　元

市野瀬・佐賀橘川
拳ノ川

やま もと さだむ

蕁55－7447

○大石　正幸

川奥・荷稲・鈴
中ノ川

やま もと さだむ

蕁55－2547

西尾　純一

不破原・市野々川
小黒ノ川

やま もと さだむ

蕁55－2663

濱口　博一

佐賀（横浜）・白浜
灘

やま もと さだむ

蕁44－1917

平野　幸敏

伊田・有井川

やま もと さだむ

蕁44－1192

金子　寿人

蜷川

やま もと さだむ

転換
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７
月
か
ら
、
毎
週
水
曜
日
が
休
診
と

な
り
ま
し
た
。
地
域
医
療
を
よ
り
充
実

さ
せ
る
た
め
、
医
師
の
研
修
日
を
設
定

し
、
そ
の
日
を
休
診
と
し
た
も
の
で
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

健
康
の
こ
と
で
お
悩
み
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
診
療
時
間
】

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
拳
ノ
川
診
療
所 

蕁
５
５
―
７
１
１
１（
直
通
）

午
前

午
後

８
時
３０
分
〜
正
午

（
受
付
１１
時
４５
分

ま
で
）

４
時
〜
５
時
１５
分

（
受
付
５
時
ま
で
）

伊
与
喜
出
張
診
療
所

２
時
３０
分
〜
３
時

３０
分

月

８
時
３０
分
〜
正
午

（
受
付
１１
時
４５
分

ま
で
）

休
診

鈴
出
張
診
療
所

２
時
３０
分
〜

火

８
時
３０
分
〜
正
午

（
受
付
１１
時
４５
分

ま
で
）

２
時
〜
５
時
１５
分

（
受
付
５
時
ま
で
）

木

８
時
３０
分
〜
正
午

（
受
付
１１
時
４５
分

ま
で
）

２
時
〜
５
時
１５
分

（
受
付
５
時
ま
で
）

金

休
診

休
診

水

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWSサニーくん サンコちゃん

【お申し込み・お問い合わせ】土佐くろしお鉄道 中村駅　蕁35－4961　蕭34－2299
　　　　　　　　　　　　　　黒潮町役場 本庁 総務課 企画振興係　蕁43－2177（直通）

お得な切符のご案内 お出かけや出張に大変便利です。ぜひご利用ください。

種　類 座　席 有効期間 料　金 特　典

往復券

「駅長推薦あ

じな散歩道」

利用

自由席 2日間

中村⇔高知� 5,960円 ひろめ市場商品券2,000円付

中村⇔土佐山田� 5,490円
駅からのバス往復券＋アンパンマン
ミュージアム入場券付

中村⇔高松� 8,960円
JRホテルクレメント高松ランチビュッ
フェ付（事前予約、11:30～14:30）

往復券★

（Sきっぷ）

中村⇔高知･後免間� 7,000円

土佐入野⇔高知･後免間� 7,000円

通常 08,040円→往復で� 1,040円もお得!

通常 07,620円→往復で� 620円もお得!

※1　「駅長推薦あじな散歩道」は、格安の往復切符に特典が付いたお得なプランです。（上記のコースは一例です。）
　　　 詳しくは、宿毛駅や中村駅のパンフレットをご覧ください。中村駅などのみどりの窓口で購入できます。

※2　★印の切符は高知黒潮若者サポートステーション（月・火・祝日以外の10：00～18：30）および、
        スリーエフ入野店、スリーエフ大方店にて購入できます。
※3　高松や岡山の往復券などをお求めの場合は、高知までの切符と高知からの往復券や回数券をご利用いた
         だくことで、お安く旅行できます。この他にも各種割引切符があります。駅係員にお問い合わせください。

自由席 4日間

往復券

（Sきっぷ）

中村⇔高知･後免間� 7,800円

土佐入野⇔高知･後免間� 7,800円

通常 09,460円→往復で� 1,660円もお得!

通常 09,040円→往復で� 1,240円もお得!
指定席 4日間

4枚回数券★

（Sきっぷ）

中村⇔高知･後免間� 13,600円

土佐入野⇔高知･後免間� 13,600円

通常 16,080円→2往復で� 2,480円もお得!

通常 15,240円→2往復で� 1,640円もお得!
自由席 3カ月間

10枚回数券

（Sきっぷ）

中村⇔高知･後免･土佐山田間� 29,500円

土佐入野⇔高知･後免･土佐山田間�29,500円

通常 40,200円→5往復で�10,700円もお得!

通常 38,100円→5往復で� 8,600円もお得!
自由席 3カ月間

往復券
高知⇔岡山間� 6,900円

高知⇔岡山間� 6,300円（土･日･祝日などが利用開始日の時発売）
指定席

2枚回数券 指定席

6日間

高知⇔高松間� 6,200円3カ月間

4枚回数券 自由席 高知⇔岡山間� 12,000円3カ月間

2日間

往復券

（ふりーきっぷ）

宿毛･中村⇔阪神地区�21,500円

宿毛･中村⇔阪神地区�20,500円（土･日･祝日などが利用開始日の時発売）
指定席

4日間

2日間

4枚回数券
高知⇔高松間� 11,600円

高知⇔高松間� 12,000円

自由席

指定席
6カ月間

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

拳
ノ
川
診
療
所
の
診
療
時
間
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
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73備えて安心備えて安心備えて安心
～南海地震などあらゆる災害への備え～～南海地震などあらゆる災害への備え～

　阪神・淡路大震災をはじめ、地震の大きな揺れにより家具
が転倒したり、建物が倒壊することにより人的な被害が出て
います。

　家具の固定や建物の耐震化は、次の南海地震に備え「わが家で被災しない」ための重要な課題であ
り、これらの対策に取り組む方に対し以下の内容で補助を行っています。
※補助対象件数に限りがありますので、予定件数に達した時点で締め切ります。

○お申し込み・お問い合わせ、南海地震の体験談のご連絡は下記にお願いします。
　【本　　庁】情報防災課 南海地震対策係 蕁43－2188（直通）
　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第1係  蕁55－3113（直通）

家具固定の例

家
具
転
倒
防
止
な
ど

【木造住宅耐震診断士派遣事業】
  お住まいの住宅が地震に対してどの程度の強さがあるか診断し、今後の耐震化につなげていただくための
事業です。
◆対象となる住宅（木造）
・1981（昭和56）年5月31日以前に着工された住宅で、階数が3階以下のもの
・在来軸組木造構法・伝統構法で建てられたもの
・賃貸住宅は、耐震診断について借主の同意を得ているもの
　※丸太組工法（ログハウス）などの住宅は対象外です。
◆診断費用
　個人負担として3,000円必要　※残りの費用は国・県・町が補助します。
◆その他注意事項
・診断には立会いが必要です。（所要時間は2～3時間です。）
・耐震診断のみを行い、その後の耐震補強工事を義務づけるものではありません。ただし、町が実

施する耐震改修関連の補助事業の対象となるには、この耐震診断を受ける必要があります。

木
造
住
宅
耐
震
診
断

【耐震改修設計費補助事業・耐震改修工事費補助事業】
　耐震診断の結果、補助対象要件を満たした場合、耐震改修の設計を行うための費用や耐震改修工
事費用の一部を補助するため、補助金を交付する事業を実施します。
◆補助対象要件
・耐震診断の結果、評点が1.0未満であること
◆補助金の額
・耐震改修設計の場合は対象経費の2／3で、上限20万円
・耐震改修工事の場合は、上限90万円
　※両方の補助金を受けると、上限110万円となります。ぜひご活用ください。

耐
震
改
修
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開
催
日
　
７
月

２５
日（
水
）

場
所
　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
四
万
十
市
古
津
賀
）

受
付
時
間
な
ど

◆
子
犬
を
譲
り
た
い
方

　
午
前
９
時

３０
分
〜

１０
時

◎
必
ず
事
前
に
、幡
多
保
健
所
へ
連
絡
し
、

当
日
は
印
鑑
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
子
犬
を
飼
い
た
い
方

　
午
前

１０
時
〜

１０
時

１０
分

◎
当
日
は
、
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ

る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
譲
渡
犬
の
決
定

　
午
前

１０
時

１０
分
〜

１０
時

２０
分

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◆
子
犬
の
飼
養
前
講
習
会

　
午
前

１０
時

２０
分
〜

１１
時

◆
子
犬
の
譲
り
渡
し

　
午
前

１１
時
〜

※
譲
渡
で
き
る
子
犬
が
い
な
い
場
合
は
、

中
止
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
 

幡
多
保
健
所 

衛
生
環
境
課

蕁
３
４
―
５
１
１
９（
直
通
）

　
講
師
の
大
崎
博
澄
さ
ん
（
元
高
知
県

教
育
長
）
は
、
高
知
県
庁
を
退
職
後
、

「
た
ん
ぽ
ぽ
教
育
研
究
所
」
を
開
設
さ

れ
、
不
登
校
な
ど
の
教
育
相
談
、
ひ
き

こ
も
り
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
居
場

所
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
何
な
の
か
、
子
ど
も
の
人
権

と
は
、
な
ど
、
教
育
長
と
し
て
の
８
年

間
の
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
し

に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
　

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月

２７
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時

３０
分
〜
３
時

場
所
　
四
万
十
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
２
階 

大
会
議
室

講
演
　「
生
き
る
力
を
育
む
子
育
て
」

講
師
　
た
ん
ぽ
ぽ
教
育
研
究
所

　
　
　
大
崎
博
澄
さ
ん

主
催
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局
・

　
　
　
四
万
十
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

申
込
期
限
　
７
月

２０
日（
金
）

 
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局
　

蕁
３
４
―
１
６
０
０

　
世
の
中
に
あ
ふ
れ
る
情
報
に
だ
ま
さ

れ
ず
、
正
し
い
知
識
、
あ
な
た
に
合
っ

た
考
え
方
を
身
に
つ
け
、
夢
を
実
現
す

る
た
め
の
決
断
力
を
、
高
知
在
住
の
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
Ｆ

Ｐ
）
と
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費
無
料
、
事
前
予
約
不
要
。

日
時
　
７
月

１４
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

２０
分

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

内
容

【
特
別
講
演
】

・
午
後
１
時
〜
２
時

「
相
続
税
・
贈
与
税
の
申
告
と
税
務

調
査
へ
の
備
え
に
つ
い
て
」

講
師
　
窪
田
有
孝
さ
ん

・
午
後
２
時

１０
分
〜
３
時

１０
分

「
相
続
が
先
か
、
葬
儀
が
先
か
？

  

後
悔
し
な
い
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
対
策
」

講
師
　
大
井
建
一
郎
さ
ん

【
個
別
無
料
相
談
会
】

・
午
後
３
時

２０
分
〜
４
時

２０
分

 
高
知
県
在
住
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
相
談
会

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会 

高
知
支
部

薔
０
１
２
０
―
８
７
４
―
０
０
９

　
高
知
労
働
局
で
は
、
県
内
５
カ
所
に

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
労
働
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、

労
使
間
に
お
け
る
個
別
労
働
紛
争
（
不

当
解
雇
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
な
ど
）

の
適
切
か
つ
迅
速
な
解
決
を
図
っ
て
い

ま
す
。
女
性
相
談
員
も
配
置
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
 

四
万
十
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

蕁
３
５
―
３
１
４
８

　
本
校
は
、愛
媛
県
今
治
市
に
あ
り
、国

内
航
路
の
船
舶
職
員（
船
長
・
機
関
長
、航

海
士
・
機
関
士
）を
養
成
す
る
船
員
教
育

機
関
で
す
。（
高
卒
者
・
修
業
年
限
２
年
間
）

【
体
験
型
コ
ー
ス
】

実
施
日
　
７
月

２１
日（
土
）・

２８
日（
土
）

内
容
　
実
習
体
験
・
練
習
船
体
験
乗
車

な
ど（
昼
食
付
）

【
見
学
型
コ
ー
ス
】

実
施
日
　

１０
月

１３
日（
土
）

内
容
　
授
業
・
施
設
・
寮
見
学
ツ
ア
ー
、

質
疑
応
答
な
ど

国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

お
し
ら
せ

子
犬
の
譲
渡
会

相 

談

Ｆ
Ｐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
�ｉｎ
四
万
十
市

募 

集

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
ご
相
談
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
人
権
講
演
会

まちの掲示板まちの掲示板

問

問

問

問
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まちの掲示板まちの掲示板

★
参
加
希
望
者
は
、
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
国
立
波
方
海
上
技
術
短
期
大
学
校

蕁
０
８
９
８
―
４
１
―
５
２
７
８

　
　
HP http://w

w
w

.nam
ikata.m

tea.ac.jp/

講
座
日
程
　
８
月

１０
日（
金
）・

１１
日（
土
）、

午
前
９
時

３０
分
〜
正
午
　

※
２
日
続
け
て
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所
　
大
方
高
校
　
美
術
室

受
講
対
象
　
小
学
校
２
年
生
〜
６
年
生

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

募
集
人
数
　
両
日
と
も
７
組

１４
名

材
料
費
　
１
組
２
名
１
０
０
０
円

申
込
方
法
　
費
用
を
添
え
て
大
方
高
校

事
務
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
７
月
９
日（
月
）〜

１３
日（
金
）、

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

注
意
事
項

・
汚
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
服
装
で
来
て

く
だ
さ
い
。

・
完
成
作
品
は
８
月

３０
日（
木
）〜

３１
日

（
金
）の
午
後
１
時
〜
４
時
に
大
方
高

校
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
高
知
県
立
大
方
高
等
学
校

蕁
４
３
―
１
０
７
９

（
４
月
１
日
〜
５
月

１２
日
／
高
知
市
東
部
球
場
ほ
か
）

　
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
県
予
選

兼
鯉
の
ぼ
り
大
会
で
、
中
村
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
３
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
、
８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会
へ
高
知
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

★
中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
軟
式

野
球
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
西
尾

（
蕁
０
９
０
―
３
４
６
０
―
７
７
１
５
）

ま
で
。

大
方
高
校 

夏
休
み
親
子
陶
芸
教
室

〜
素
焼
き
の
蚊
取
り
線
香
入
れ
作
り
〜

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

森
岡
貴
登
く
ん
・
宮
川
晟
く
ん

（
中
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

高
円
宮
賜
杯
第
３２
回
全
日
本
学
童

軟
式
野
球
大
会
出
場
決
定
！

県予選優勝おめでとうございます！
左：森岡貴登くん（田ノ口小）
右：宮川晟くん（入野小）

　
今
夏
は
厳
し
い
電
力
需
給
状
況
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
国
電
力
管
内
で
は
、
電
力
消
費

が
増
加
す
る
７
月
２
日
〜
９
月
７
日

の
、
お
盆
を
除
く
平
日
午
前
９
時
〜

午
後
８
時
に
お
い
て
、
７
％
以
上
（
猛

暑
で
あ
っ
た
２
年
前
の
夏
と
の
比
較
）

の
節
電
目
標
が
示
さ
れ
ま
し
た（
目

標
値
は
６
月

２２
日
現
在
）。

　
計
画
停
電
回
避
の
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
は
、
空
調
温
度
設
定
引
き

上
げ
・
不
要
な
照
明
の
消
灯
・
電
化

製
品
の
見
直
し
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ご
事
情
の
も
と
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
節
電
に
あ
た
っ
て
は
、
適

切
な
室
温
管
理
や
水
分
補
給
な
ど
を

行
い
、
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

エ
ア
コ
ン

・
夏
の
室
温
は

２８
℃
を
心
が
け
る
。

・
「
す
だ
れ
」
や
「
よ
し
ず
」
な
ど

で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和
ら
げ
る
。

・
無
理
の
な
い
範
囲
で
エ
ア
コ
ン
を

消
し
、
扇
風
機
を
使
用
す
る
。

冷
　

蔵
　

庫

・
設
定
温
度
を
「
強
」
か
ら
「
中
」
に

変
え
、
扉
を
開
け
る
時
間
を
減
ら

し
、
食
品
を
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

よ
う
に
す
る
。

照
　
　
明

・
日
中
は
不
要
な
照
明
を
消
す
。

・
照
明
器
具
を
購
入
す
る
と
き
は
、

省
エ
ネ
型
の
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
を
選
択
す
る
。

　
　
高
知
県 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課

　
 
蕁
０
８
８
―
８
２
１
―
４
８
４
１（
直
通
）

　
　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

住
民
課
　

　
　
環
境
保
全
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
　
四
国
電
力
株
式
会
社 

中
村
支
店

　
　
蕁
３
４
―
６
７
６
０

夏の昼間（午後2時ごろ）
の電気製品の使用例

（在宅世帯の場合）

エアコン
58%冷蔵庫

17%

照明
6%

出典：資源エネルギー庁推計

テレビ
5% その他

14%

問

問

問

◎
夏
の
昼
間
に
家
庭
で
い
ち
ば
ん

　
電
気
を
消
費
す
る
も
の
は
？

夏
の
節
電
方
法

   

〜
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

◎
機
器
ご
と
の
節
電
ポ
イ
ン
ト



濆広報くろしお  №76　2012（平成24）年7月号開催にあたっては、町内外の多くの皆さんにご協力いただきありがとうございました。
次回は、今年9月に四万十市で開催予定です。お楽しみに！
開催にあたっては、町内外の多くの皆さんにご協力いただきありがとうございました。
次回は、今年9月に四万十市で開催予定です。お楽しみに！

（写真） 1：砂の彫刻　2・3：黒潮町ブース　4:防災情報展示　5：防災劇　
6：佐賀の和太鼓SIN～NABURA～　7：赤ちゃんも参加　8：木のおもちゃ
9：フラダンス　10：ナチュラルマーケット　11：高校生ボランティア
　　　　　　 　12：前夜祭（海のバザール）

　　　　　　　※開催された内容のごく一部をご紹介しています。
　　　　　　　　詳しく知りたい方は、hatafes.comをご覧ください。

2&slM\s2&slM\s

　5月19日～21日、黒潮町入野の浜周辺で
開催され、3日間で約1万5000人が来場。
　20日の本祭は、断続的に雨が降る悪天
候となりましたが、宮川公園周辺には約
100店のお店が並び、幅広い世代のお客さ
んでにぎわいました。

　5月19日～21日、黒潮町入野の浜周辺で
開催され、3日間で約1万5000人が来場。
　20日の本祭は、断続的に雨が降る悪天
候となりましたが、宮川公園周辺には約
100店のお店が並び、幅広い世代のお客さ
んでにぎわいました。1

2 3

4 5 6

7

10

8 9

11

12
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●きみはいい子　　　　　　　　　　　　　中脇　初枝／著
●異性　　　　　　　　　　　　　　　　　角田　光代／著
●聞く力　　　　　　　　　　　　　　　　阿川佐和子／著
●後悔しない生き方　　　　　　　　　　　マーク マチニック／著
●絵とき金子さんちの有機家庭菜園　　　　金子　美登／著
●ポイントカード超整理術　　　　　　　　櫻井　雅英／著
●節電省エネの知恵１・２・３　　　　　　箕輪　弥生／著
●太平洋戦争最後の証言　　　　　　　　　門田　隆将／著
●スイスイスイーツ　　　　　　　　　　　さいとうしのぶ／著
●なぞなぞのみせ　　　　　　　　　　　　なかざわくみこ／著

佐
賀
図
書
館

7月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 4 5 6 7
笨 9 10 11 12 13 14

8月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 3 4
笙 6 7 8 9 10 11

筌 筅 17 18 19 20 21
筱 23 24 25 26 箟 28
箜 30 31 27 28 箜 30

7月
日 月 火 水 木 金 土
1 笆 3 4 5 6 7
8 笶 10 11 12 13 14

8月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 3 4
5 笞 7 8 9 10 11

15 筅 17 18 19 20 21
22 筬 24 25 26 箟 28
29 箚 31 27 28 箜 30

七夕美術展開催

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

7

8

日
16～22
23～29
30～31

1～5
06～12

13
14
15

大 方 地 域 佐 賀 地 域
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工

野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設

㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設

谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

　次のとおり美術展を開催します。
　私たちの作品（絵画）をぜひ見に来てください。
お待ちしています。

【日時】7月7日（土）～15日（日）
　　　※月曜日はお休みです
　　　10：00～17：00　※15日は16：00まで

【場所】大方あかつき館 正面玄関ホール
【観覧料】無料
【主催】大方カラークラブ・絵画サークルめぐみの会
【後援】黒潮町文化協会（事務局：文化振興係）
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

谷岡　夢叶くん
〈平成23年8月1日生まれ〉

いつも笑顔いっぱいの夢叶、
元気に育ってね（^Ｏ^）

〈お母さんより〉

野並　芽以ちゃん
〈平成21年9月28日生まれ〉

これからも元気いっぱい
に育ってね！　
〈お父さん・お母さんより〉

ゆめ と

大原　幸歌ちゃん
〈平成24年3月1日生まれ〉

ちーちゃん、元気で優しい
女の子に育ってね。
〈お父さん・お母さんより〉

さち か め い

松本　菜央ちゃん
〈平成23年6月6日生まれ〉

たくさんの笑顔をありがとう。
これからも笑顔いっぱいで
大きくなってね。〈家族より〉

松田　慈旺くん
〈平成23年12月16日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く元気
に大きくなってね。

〈お母さんより〉

おなみ な も しおん

香西　美奈萌ちゃん
〈平成24年1月1日生まれ〉

初めての育児だけど、一
緒に成長していこうね。

〈パパ・ママより〉

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
水
遊
び
や
プ
ー
ル

遊
び
の
楽
し
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親
子

の
交
流
の
場
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
・
８
月
は
、
夏

な
ら
で
は
の
遊
び
を
、
親
子
で
い
っ
し

ょ
に
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
３
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１０
日（
火
）プ
ー
ル
、
水
遊
び

・
１７
日（
火
）プ
ー
ル
、
水
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所（
ひ
よ
こ
組
）

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
４
日（
水
）
作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１１
日（
水
）プ
ー
ル
、
水
遊
び

・
１８
日（
水
）プ
ー
ル
、
水
遊
び

・
２５
日（
水
）誕
生
会
、プ
ー
ル
、水
遊
び

　
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

7
月
の
予
定

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

7月14日踞　13：00～

四国アイランドリーグplus 公式戦四国アイランドリーグplus 公式戦

VS 愛媛マンダリンパイレーツ

【場　所】大方球場　黒潮町入野6931－1
【駐車場】大方球場補助グラウンド他、近隣に臨時駐車場有り

【お問い合わせ】本庁 産業推進室 商工観光係　蕁43－2113（直通）

7月22日跣　13：00～

入場無料

試合前にイベントや出店な
ど、楽しい催しも予定して
います。お誘いあわせのう
えご来場ください★

高知ファイティングドッグス

VS 徳島インディゴソックス
高知ファイティングドッグス


